
特  集

磐
田
市
教
育
大
綱

「
子
育
て
、
教
育
な
ら
磐
田
」

〜
新
時
代
の
教
育
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
・
人
づ
く
り
に
向
け
て
〜

磐田市
教育大綱

い
の
ち
を
培
う

誇
り
を
培
う

礼
節
を
培
う

敬
愛
を
培
う

感
謝
を
培
う

こ
こ
ろ
ざ
し
を
培
う

「子育て、教育なら磐田」と誰もが実感できるまちづくりを
下記のとおり目指します。

かけがえのない命を精一杯生き、ふるさとの先人たちが
築きあげた磐田の大地に根を張った人づくりの精神と伝統
文化を未来へ継承し、生涯にわたり社会を生き抜く力を
育成します。

さらに、学校・地域・家庭の連携・融合による学府を
核とした新時代の教育コミュニティを形成し、次代の社会
をつくる学びの場を創造します。

市民誰もが進むべき道を示した“「磐田の教育」道
しるべ”と、子どもたちの成長を育む“磐田市こども憲章”
を基に、本市の未来をひらく礎となる基本理念を教育大綱
として定めます。

 平成27年8月制定

2 平成28年2月号



磐
田
市
で
は
、
昨
年
8
月
に
「
磐
田
市

教
育
大
綱
」
を
制
定
し
ま
し
た
。
磐
田
市

教
育
大
綱
は
、
昨
年
4
月
に
ス
タ
ー
ト
し

た
新
教
育
委
員
会
制
度
に
基
づ
き
、
地
域

住
民
の
意
向
の
さ
ら
な
る
反
映
と
市
の
教

育
施
策
の
推
進
を
目
的
に
制
定
さ
れ
、「
い

の
ち
を
培
う
」　
「
誇
り
を
培
う
」　
「
礼
節

を
培
う
」「
敬
愛
を
培
う
」「
感
謝
を
培

う
」　
「
こ
こ
ろ
ざ
し
を
培
う
」
の
6
つ
の

理
念
的
な
言
葉
に
集
約
し
、
市
の
教
育
施

策
の
基
本
方
針
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

コ
ン
パ
ク
ト
な
6
つ
の
理
念
的
な
言
葉
へ

つ
な
ぐ
導
入
部
分
と
し
て
、
磐
田
市
の
人

材
育
成
や
新
時
代
に
合
っ
た
教
育
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
つ
い
て
、
宣
言
文
の
中

に
盛
り
込
み
ま
し
た
。

「
子
育
て
、
教
育
な
ら
磐
田
」
と
誰
も

が
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
る
磐
田
で
「
磐
田
市
教
育
大
綱
」
が
で

き
る
ま
で
の
経
緯
や
磐
田
市
教
育
大
綱
の

特
徴
、
大
綱
に
込
め
た
思
い
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。

磐
田
市
教
育
大
綱

　

         　

が
で
き
る
ま
で

▲小学生から高校生まで真剣に議論

こども憲章こども会議

「
磐
田
の
教
育
」
道
し
る
べ

「
磐
田
の
教
育
」
道
し
る
べ
は
、
教
育

委
員
を
中
心
に
、
学
校
・
園
へ
の
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
を
踏
ま
え
つ
つ
、
選
考
委
員
会

に
お
い
て
深
い
議
論
を
重
ね
、
平
成
26
年

3
月
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

市
民
の
誰
も
が
進
む
べ
き
道
を
示
す
も

の
と
し
て
、
生
き
方
・
礼
儀
・
思
い
や
り
・

忍
耐
・
大
切
に
す
べ
き
こ
と
な
ど
を
12
の

言
葉
で
表
現
し
て
い
ま
す
。
磐
田
市
教
育

委
員
会
の
教
育
目
標
で
も
あ
る
「
ふ
る
さ

と
を
愛
し
、
未
来
を
ひ
ら
く
、
心
豊
か
な

磐
田
市
民
」
に
つ
な
が
る
大
切
な
言
葉
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

磐
田
市
こ
ど
も
憲
章

「
い
わ
た
の
大
地
を
踏
み
し
め　

と

も
に
手
を
つ
な
ぎ　

明
日
を
楽
し
み

に
た
く
ま
し
く
生
き
よ
う
」

こ
の
磐
田
市
こ
ど
も
憲
章
は
、
小
・
中

「
磐
田
の
教
育
」道
し
る
べ 

と 

磐
田
市
こ
ど
も
憲
章 

を
基
に 

総
合
教
育
会
議 

で 

磐
田
市
教
育
大
綱 

を
制
定

学
生
、
高
校
生
を
含
む
多
く
の
市
民
の
皆

さ
ん
の
意
見
を
踏
ま
え
、
平
成
27
年
4
月

に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
育
む

た
め
に
、
子
ど
も
た
ち
自
身
だ
け
で
な
く
、

大
人
も
含
め
「
オ
ー
ル
磐
田
」
で
取
り
組

む
べ
き
教
育
の
指
針
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
ど
も
憲
章
に
は
、
12
の
「
未
来
へ
つ

な
ぐ
み
ん
な
の
心
得
（
行
動
指
針
）」
が

あ
り
ま
す
。
市
内
の
小
・
中
学
校
、
高
校

か
ら
1
7
8
人
が
参
加
し
た
「
こ
ど
も

憲
章
こ
ど
も
会
議
」
で
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
を
行
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
小
学
生

か
ら
高
校
生
ま
で
、
同
じ
机
で
一
緒
に
な

っ
て
真
剣
に
考
え
、
議
論
し
、
1
7
0
0

人
に
上
る
市
民
投
票
を
基
に
行
動
指
針
を

決
定
し
ま
し
た
。

総合教育
会議

磐田市教育大綱
磐田市・磐田市教育委員会
平成27年8月制定

「磐田の教育」
道しるべ

磐田市
こども憲章

磐田市教育委員会
平成26年3月制定

磐田市（磐田市民）
平成27年4月制定
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総合教育会議 ■ 市長が招集、会議は原則公開
■ 会議には、市長と教育委員会（教育長・教育委員）が出席
■ 協議・調整事項は
 ①教育大綱の策定
 ②教育の条件整備など重要な施策
 ③児童・生徒等の生命・身体の保護など緊急時の対応方針
 市長が教育行政に果たす責任や役割が明確になり、公の場

で教育施策について議論することが可能に
市長と教育委員会が協議・調整することにより、両者が教育
政策の方向性を共有し、一致して執行にあたることが可能に

市長
委員

委員委員

委員

教育長

青島 美
はる

子
こ

教育委員

「心身共に健全な子どもを育て
る」という目標に向かい、皆で議
論し、言葉を削ぎ落として最後に
残ったエッセンスが、磐田市教育
大綱です。それは自分の夢に向か
ってではなく「こころざし」に向
かって生きる人を育てる、つまり、
世のため人のために尽くすことを
最高の幸せだと思える人を育てる
ことです。そこに人間としての価
値があるのだと思います。

「共
とも

育
そだ

ち」という言葉は、植物の
苗を育てる時、種を一面にまき、苗
を密集させて育てる事の大切さを説
いたものです。まばらにまかれた種
より、他の種と競い合った方が丈夫
に育ちます。これは人の世界のある
べき姿、知恵でもあります。このよ
うな不朽の教えを道しるべとして、
子どもたちの持つ限りない可能性の
中に、人間としてのバランスが必要
とされていると思います。 杉本 憲司

教育委員

田中 さゆり
教育委員

「教育の道は、家庭の教えで芽
を出し、学校の教えで花が咲き、
世間の教えで実が成る」この言
葉は明治 31 年、保護者宛てに配
布された「家庭心得」の一説です。
子どもを取り巻く環境が大きく
変わっても、日本人が大切にし
てきた精神を培い、どんな困難
も乗り越えられる強く心優しい
人に成長してください。

子どもたちには、家庭や学校、
地域社会の中でいろいろなこと
を学び経験し、その中で自ら考
え責任を持って行動できる自立
する力を付けていってほしいと
思います。そして、将来、自ら
が進むべき道を見つけたならば、
その世界で大いに挑戦し羽ばた
いてください。 秋元 富

ふみ

敏
とし

教育委員

教育委員からのメッセージ

・すべての地方公共団体に「総合教育会議」を設置
・市長と教育委員会が協議・調整し、市長が「教育大綱」を策定

新教育委員会制度で
ここが変わる

総合教育会議 総
合
教
育
会
議

「
総
合
教
育
会
議
」
で
は
、
市
長

と
教
育
委
員
会
が
協
議
・
調
整
を

行
い
、
市
長
が
教
育
大
綱
を
策
定

し
ま
す
。
教
育
大
綱
を
策
定
す
る

こ
と
で
、
市
の
教
育
政
策
に
関
す

る
方
向
性
を
明
確
に
し
て
い
ま
す
。

磐
田
市
に
お
い
て
も
「
総
合
教

育
会
議
」
で
議
論
を
重
ね
、「
磐

田
の
教
育
」
道
し
る
べ
と
磐
田
市

こ
ど
も
憲
章
を
基
に
、
6
つ
の
言

葉
に
思
い
を
込
め
て
、
磐
田
市
教

育
大
綱
を
制
定
し
ま
し
た
。

▲市長と教育委員会が協議・調整
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総合教育会議 ■ 市長が招集、会議は原則公開
■ 会議には、市長と教育委員会（教育長・教育委員）が出席
■ 協議・調整事項は
 ①教育大綱の策定
 ②教育の条件整備など重要な施策
 ③児童・生徒等の生命・身体の保護など緊急時の対応方針
 市長が教育行政に果たす責任や役割が明確になり、公の場

で教育施策について議論することが可能に
市長と教育委員会が協議・調整することにより、両者が教育
政策の方向性を共有し、一致して執行にあたることが可能に

市長
委員

委員委員

委員

教育長

磐田市教育大綱 道道しるべ　ここども憲章（行動指針）

いのちを培う 道かけがえのない命を精一杯生きること
道宇宙・自然への畏敬の念をもつこと
こかけがえのない命を大切にしよう

誇りを培う 道自分のよさを誇りとし自信をもって行動すること
道郷土愛をもって伝統文化の継承を行うこと
こ互いを受け入れ、認め合おう
こ積極的に地域行事に参加しよう

礼節を培う 道美しい立ち居振る舞いと温かな言葉づかいをすること
道真善美に照らし正しい判断をすること
こ人を敬い、礼儀・礼節を意識して行動しよう
こ携帯・スマホの使い方を考えよう

敬愛を培う 道敬愛の心をもち家族を大切にすること
道年長者を敬い年少者を慈しむこと
こご飯のときはテレビを消そう

感謝を培う 道感謝の気持ちは「ありがとう」と素直に伝えること
道寛大な心をもって人を愛し許すこと
こあいさつをしよう、あいさつを返そう
こ「ありがとう」を伝えよう
こ家族に感謝し、助け合おう

こころざしを培う 道大志を抱き困難を乗り越えること
道勤労・勤勉を喜びとすること
こ夢をもち、自分の可能性を信じよう
こ挑戦する意欲と勇気をもとう
こ本を読もう、読み聞かそう

磐田市教育大綱 と
「磐田の教育」道しるべ・磐田市こども憲章 との関連

磐
田
市
教
育
大
綱
の
特
徴

磐
田
市
教
育
大
綱
の
特
徴
は
、

教
育
行
政
の
根
本
と
な
る
方
針
を

「
6
つ
の
理
念
的
な
言
葉
」
に
集

約
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
サ
ブ
タ

イ
ト
ル
に
は
「
子
育
て
、
教
育
な

ら
磐
田
」
を
入
れ
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
浸
透
し
や
す
い
表
現
と
し
ま

し
た
。
磐
田
市
で
は
、
中
学
校
区

（
学
府
）
で
取
り
組
ん
で
い
る
小

中
一
貫
教
育
の
さ
ら
な
る
推
進
を

目
指
し
、
学1

※

府
一
体
校
整
備
構
想

を
策
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
コ2

※

ミ

ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
な
ど
学
校

と
地
域
が
協
働
し
、
教
育
環
境
の

充
実
を
図
る
た
め
、
新
時
代
の
新

た
な
学
校
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
「
新
時
代
の
教
育
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
・
人
づ
く
り

に
向
け
て
」
と
い
う
言
葉
も
入
れ

ま
し
た
。

教
育
大
綱
の
取
り
組
み
と
し
て
、

福
田
小
学
校
で
は
、
磐
田
市
教
育

大
綱
の
「
礼
節
を
培
う
」
と
そ
れ

に
関
連
す
る
「
磐
田
の
教
育
」
道

し
る
べ
の
「
美
し
い
立
ち
居
振
る

舞
い
と
温
か
な
言
葉
づ
か
い
を
す

る
こ
と
」
を
実
行
す
る
た
め
、
あ

い
さ
つ
運
動
推
進
看
板
を
設
置
し

ま
し
た
。

磐
田
市
教
育
大
綱

               

が
目
指
す
も
の

磐
田
市
教
育
大
綱
の
宣
言
文
の

冒
頭
に
は
「
『子
育
て
、
教
育
な
ら

磐
田
』
と
誰
も
が
実
感
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
」
と
書

か
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
子
育

て
中
の
親
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も

た
ち
に
い
つ
も
温
か
い
ま
な
ざ
し

を
向
け
る
地
域
の
人
た
ち
、
子
ど

も
た
ち
に
真
正
面
か
ら
向
き
合
い
、

優
し
く
、
時
に
は
厳
し
く
接
す
る

教
師
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
に
関
わ

る
全
て
の
人
た
ち
の
願
い
で
す
。

こ
の
願
い
は
、
今
日
頑
張
っ
て

す
ぐ
に
結
果
は
出
な
い
か
も
し
れ

コミュニティ・
スクール事業

豊田北部小学校のコミュニティスクール事業▶
地域で働く人たちの授業を実施

▲福田小学校のメインロードの名前を児童から募集
　あいさつ運動推進看板を児童が設置

あいさつ運動推進看板の設置

ま
せ
ん
。
5
年
後
、
10
年
後
の
未

来
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
大

人
も
子
ど
も
も
今
日
一
日
を
大
切

に
生
き
る
こ
と
で
、
そ
の
実
現
に

近
づ
い
て
い
き
ま
す
。

「
子
育
て
、
教
育
な
ら
磐
田
」

を
目
指
す
た
め
に
、
羅
針
盤
と
な

る
の
が
「
磐
田
市
教
育
大
綱
」
で

す
。
皆
さ
ん
の
家
庭
で
も
ぜ
ひ
磐

田
市
教
育
大
綱
と
そ
の
基
礎
と
な

っ
た
「
磐
田
の
教
育
」
道
し
る
べ
、

磐
田
市
こ
ど
も
憲
章
を
じ
っ
く
り

読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、

で
き
る
こ
と
か
ら
実
行
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。
そ
こ
に
は
次
代
を
担

う
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
支
え
る

エ
ッ
セ
ン
ス
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

困
難
に
ぶ
つ
か
っ
た
と
き
、
こ
れ

ら
の
言
葉
を
思
い
出
し
、
自
ら
未

来
を
切
り
拓ひ
ら

け
る
、
優
し
く
、
た

く
ま
し
い
子
ど
も
た
ち
を
育
て
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

※
1 

学
府
一
体
校
整
備
構
想

少
子
化
な
ど
社
会
状
況
の
変
化
に
対

応
す
る
た
め
、
①
小
中
一
貫
教
育
の

さ
ら
な
る
推
進 

②
望
ま
し
い
教
育
環

境
の
実
現 

③
施
設
の
老
朽
化
対
応
を

柱
と
し
た
「
新
時
代
の
新
た
な
学
校

づ
く
り
」
に
向
け
た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

※
2 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル（
学
校
運
営
協
議
会
）

保
護
者
や
地
域
住
民
な
ど
が
、
学
校

の
課
題
解
決
の
た
め
に
学
校
運
営
や

健
全
育
成
な
ど
に
参
画
し
、
子
ど
も

た
ち
の
成
長
を
支
え
て
い
く
仕
組
み
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